
         

三

回

あ

な

た

に

出

会

え

た

ら 

       
 

 
 

 
 

 

赤

松 

青

海 

  



人

 

物

 
宮

沢

詩

乃

（

２

５

）

広

告

プ

ラ

ン

ナ

ー

 

中

野

京

介

（

２

６

）

編

集

者

 

狭

山

杏

奈

（

２

４

）

詩

乃

の

後

輩

 

占

い

師
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○

占

い

の

館

・

ブ

ー

ス

内

 

宮

沢

詩

乃

（

２

５

）
・

狭

山

杏

奈

（

２

４

）
、

占

い

師

（

女

性

・

５

０

代

）

に

対

面

。

 

占

い

師

「

宮

沢

さ

ん

は

、

…
…

器

用

だ

ね

。

頭

脳

線

が

２

本

に

分

か

れ

て

る

。

一

本

は

高

め

で

、

一

本

は

深

く

下

が

っ

て

る

。

理

論

的

な

思

考

も

で

き

る

、

ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

な

お

仕

事

も

で

き

そ

う

」

 

杏

奈

「

え

！

広

告

プ

ラ

ン

ナ

ー

天

職

で

す

っ

て

！

」

 

詩

乃

、

胡

散

臭

そ

う

な

表

情

で

手

を

見

る

。

 

占

い

師

「

あ

と

、

今

お

付

き

合

い

し

て

る

人

は

？

」

 

詩

乃

「

…
…

ま

ぁ

、

一

応

」

 

占

い

師

「

う

ま

く

い

っ

て

い

な

い

ん

じ

ゃ

な

い

？

」
 

詩

乃

、

目

を

丸

く

す

る

。

 

占

い

師

「

結

婚

線

が

下

が

っ

て

る

。

名

前

的

に

も

、

人

間

関

係

が

不

安

定

な

感

じ

が

す

る

し

」

 

詩

乃

Ｎ

「

一

周

回

っ

て

手

相

占

い

を

信

じ

た

瞬

間

だ

っ

た

。

私

、

宮

沢

詩

乃

に

は

、

半

年

前

か

ら

交

際

し

て

い

る

彼

氏

が

い

る

」

 

 

○

（

回

想

）

電

車

内
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憔

悴

し

た

様

子

で

吊

革

に

縋

る

詩

乃

。

 
詩

乃

Ｎ

「

彼

と

の

出

会

い

は

、

取

引

先

と

の

交

渉

が

難

航

し

、

退

勤

が

９

時

に

な

っ

た

金

曜

の

夜

」

 
映

画

の

ク

ー

ポ

ン

期

限

を

伝

え

る

メ

ー

ル

。

 

詩

乃

「

今

日

ま

で

じ

ゃ

ん

…
…

」

 

詩

乃

Ｎ

「

私

は

五

百

円

引

き

の

映

画

ク

ー

ポ

ン

が

も

っ

た

い

な

く

て

、

映

画

館

に

立

ち

寄

っ

た

」

 

 

○

（

回

想

）

映

画

館

・

シ

ア

タ

ー

内
 

主

人

公

と

ヒ

ロ

イ

ン

が

路

上

で

偶

然

に

出

会

い

、

駆

け

寄

っ

て

抱

き

し

め

合

う

シ

ー

ン

。

 

詩

乃

、

退

屈

そ

う

に

飲

み

物

を

飲

み

切

る

。
 

Ｈ

１

０

の

チ

ケ

ッ

ト

を

持

っ

て

い

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

下

調

べ

せ

ず

に

見

た

映

画

は

退

屈

だ

っ

た

。

も

う

タ

イ

ト

ル

も

監

督

も

思

い

出

せ

な

い

」

 

隣

の

席

の

啜

り

泣

く

声

に

振

り

向

く

。

 

詩

乃

Ｎ

「

で

も

彼

、

中

野

京

介

は

感

動

し

て

い

た

」

 

ス

ー

ツ

姿

の

中

野

京

介

（

２

６

）
、

号

泣

。

 

 

○

（

回

想

）

映

画

館

・

シ

ア

タ

ー

入

口
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詩

乃

、

退

出

す

る

中

野

の

肩

を

叩

く

。

 
詩

乃

「

今

の

映

画

に

つ

い

て

、

話

し

ま

せ

ん

か

？

」

 

中

野

「

…
…

語

り

ま

し

ょ

う

」

 

詩

乃

Ｎ

「

映

画

フ

リ

ー

ク

を

自

認

し

て

い

た

私

は

あ

の

映

画

の

よ

さ

を

知

り

た

か

っ

た

。

疲

れ

て

お

か

し

か

っ

た

私

は

、

気

づ

け

ば

逆

ナ

ン

し

て

い

た

」

 

 

○

（

回

想

）

フ

ァ

ミ

レ

ス

（

夜

）
 

空

席

が

目

立

つ

ク

ロ

ー

ズ

近

く

の

店

内

。

 

詩

乃

・

中

野

の

前

に

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

。

 

中

野

「

だ

か

ら

ジ

ェ

シ

カ

は

、

ブ

ラ

ウ

ン

を

愛

し

て

い

る

の

に

２

回

も

別

れ

た

ん

で

す

！

３

度

目

の

偶

然

の

出

会

い

は

奇

跡

だ

っ

た

ん

で

す

よ

！

」

 

詩

乃

「

だ

か

ら

そ

の

す

れ

違

い

が

ピ

ン

と

こ

な

く

て

。

２

回

目

の

対

面

で

セ

ッ

ク

ス

し

と

き

な

が

ら

、

朝

に

は

居

な

く

な

っ

て

る

っ

て

、

ジ

ェ

シ

カ

勝

手

す

ぎ

な

い

で

す

か

？

感

情

移

入

で

き

な

い

」

 

中

野

「

婚

約

者

が

い

た

ん

だ

か

ら

当

然

で

す

！

む

し

ろ

一

夜

の

夢

を

見

せ

た

と

解

釈

す

べ

き

で

す

！

」

 

詩

乃

「

え

ぇ

？

演

出

の

都

合

な

気

が

し

ま

す

け

ど

」
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中

野

「

三

回

出

会

え

ば

そ

れ

は

運

命

な

ん

で

す

！

」

 
詩

乃

「
…
…

何

言

っ

て

る

ん

で

す

か

？

」

 

×
 

 
 
×

 
 

 
×

 
詩

乃

と

中

野

を

除

き

、

客

が

誰

も

居

な

い

。

 

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

が

手

つ

か

ず

で

溶

け

る

。

 

中

野

「

え

？

！

宮

沢

さ

ん

『

フ

ォ

レ

ス

ト

ガ

ン

プ

』

見

て

な

い

の

？

！

ミ

ー

ハ

ー

だ

よ

そ

れ

は

！

」

 

詩

乃

「

私

、

コ

メ

デ

ィ

苦

手

な

の

。

中

野

さ

ん

だ

っ

て

『

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

』

見

て

な

い

く

せ

に

」

 

中

野

「

…
…

内

容

難

し

い

じ

ゃ

ん

」

 

詩

乃

「

そ

れ

こ

そ

ミ

ー

ハ

ー

で

し

ょ

！

あ

れ

映

像

革

命

っ

て

呼

ば

れ

て

る

ん

―

」

 

店

員

が

申

し

訳

な

さ

そ

う

に

立

っ

て

い

る

。
 

店

員

「

あ

の

…
…

閉

店

の

お

時

間

で

す

の

で

…
…

」

 

中

野

・

詩

乃

、

店

員

に

ペ

コ

ペ

コ

お

辞

儀

。

 

中

野

「

…
…

今

回

の

ジ

ェ

シ

カ

と

、
『

フ

ォ

レ

ス

ト

ガ

ン

プ

』

の

ジ

ェ

ニ

ー

は

似

て

る

か

も

」

 

詩

乃

「
『

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

』

も

面

白

い

と

こ

ろ

い

っ

ぱ

い

あ

る

ん

だ

か

ら

」

 

中

野

「

…
…

ど

っ

か

で

一

緒

に

見

な

い

？

」
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詩

乃

Ｎ

「

こ

う

し

て

京

介

と

私

は

、

月

に

二

回

、

映

画

を

見

る

よ

う

に

な

っ

た

」

 

 

○

（

回

想

）

カ

ラ

オ

ケ

ボ

ッ

ク

ス

 

詩

乃

・

中

野

、

ス

ク

リ

ー

ン

に

Ｐ

Ｃ

と

つ

な

い

で

映

画

を

見

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

数

回

会

っ

て

分

か

っ

た

こ

と

は

、

京

介

と

私

は

映

画

の

見

方

が

違

う

こ

と

。

京

介

は

、

私

よ

り

感

受

性

豊

か

に

映

画

を

見

て

い

た

」

 

詩

乃

、

退

屈

そ

う

に

中

野

を

脇

見

す

る

。

 

中

野

、

真

剣

な

表

情

で

映

画

を

見

て

い

る

。

 

 

○

（

回

想

）

詩

乃

の

マ

ン

シ

ョ

ン

・

玄

関

 

『

宮

沢

』

の

プ

レ

ー

ト

。

 

詩

乃

、

中

野

を

連

れ

、

玄

関

を

開

け

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

出

会

っ

て

二

ヶ

月

、

カ

ラ

オ

ケ

で

金

を

払

っ

て

映

画

を

見

る

の

が

馬

鹿

ら

し

く

な

っ

た

」

 

 

○

（

回

想

）

同

・

リ

ビ

ン

グ

 

中

野

・

詩

乃

、

Ｐ

Ｃ

で

映

画

を

見

る

。

 



             12                          11  

詩

乃

、

ち

ら

り

と

中

野

を

脇

見

す

る

。

 
詩

乃

Ｎ

「

家

に

招

く

ほ

ど

打

ち

解

け

た

私

た

ち

は

、

自

然

と

そ

う

い

う

関

係

に

な

っ

た

」

 
中

野

と

目

が

合

い

、

そ

の

ま

ま

キ

ス

。

 

 

○

（

回

想

）

雑

貨

店

 

中

野

、

ス

ー

ツ

姿

で

詩

乃

と

雑

貨

を

見

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

京

介

は

休

日

も

ス

ー

ツ

を

着

て

い

た

。

編

集

者

は

休

み

を

削

っ

て

働

く

も

の

ら

し

い

」

 

詩

乃

、

青

い

ペ

ア

グ

ラ

ス

を

見

つ

け

る

。

 

京

介

「

こ

れ

か

わ

い

い

ね

。

買

お

っ

か

」

 

詩

乃

Ｎ

「

あ

の

頃

の

京

介

は

優

し

か

っ

た

。

心

が

通

じ

合

っ

て

い

る

、

そ

う

い

う

確

信

が

あ

っ

た

」

 

 

○

（

回

想

）

同

・

玄

関

 

中

野

、

合

鍵

で

玄

関

を

開

け

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

出

会

っ

て

三

ヶ

月

後

、

土

曜

日

に

京

介

が

泊

ま

り

に

来

る

よ

う

に

な

っ

た

」

 

 

○

（

回

想

）

同

・

リ

ビ

ン

グ
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ベ

ッ

ド

が

部

屋

の

片

隅

に

あ

る

。

 

中

野

、

廊

下

で

靴

下

を

脱

ぎ

散

ら

か

す

。

 

中

野

「

詩

乃

？

い

な

い

？

」

 
中

野

、

上

着

を

着

た

ま

ま

ベ

ッ

ド

に

寝

る

。

 

詩

乃

、

帰

宅

し

て

玄

関

を

開

け

る

と

、

脱

ぎ

散

ら

か

さ

れ

た

靴

下

を

発

見

。

 

中

野

「

詩

乃

お

か

え

り

～

」
 

詩

乃

「

…
…

た

だ

い

ま

」

 

詩

乃

Ｎ

「

出

会

っ

て

四

ヶ

月

し

て

分

か

っ

た

の

は

、

京

介

は

私

と

価

値

観

が

違

う

こ

と

。

京

介

は

我

が

物

顔

で

彼

女

の

部

屋

を

使

う

よ

う

に

な

っ

た

」

 

詩

乃

、

ベ

ッ

ド

に

寝

る

中

野

を

睨

む

。

 

 

○

（

回

想

）

電

車

内

（

夜

）

 

詩

乃

、

夜

景

の

映

る

窓

に

反

射

し

た

自

分

の

無

表

情

を

見

つ

め

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

出

会

っ

て

半

年

し

て

分

か

っ

た

の

は

、

京

介

は

私

と

価

値

観

が

決

定

的

に

違

う

こ

と

」

 

詩

乃

の

ス

マ

ホ

が

着

信

す

る

。

 

中

野

の

声

「

し

の

し

の

～

？

」
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中

野

の

声

が

間

延

び

し

て

い

る

。

 
詩

乃

「
…
…

何

？

気

持

ち

悪

い

ん

だ

け

ど

」

 

中

野

の

声

「

ご

め

ん

詩

乃

の

家

に

友

達

連

れ

て

き

て

い

い

？

近

く

で

飲

ん

で

て

、

彼

女

見

た

い

っ

て

」

 

詩

乃

、

表

情

が

険

し

く

な

る

。

 

詩

乃

「

は

？

私

は

京

介

の

お

飾

り

？

何

な

の

？

」

 

中

野

の

声

「

い

い

じ

ゃ

ん

減

る

も

ん

じ

ゃ

な

い

し

」

 

詩

乃

「

減

っ

て

る

！

」

 

大

声

を

出

し

、

周

囲

か

ら

注

目

さ

れ

る

。

 

詩

乃

「

…
…

少

な

く

と

も

土

日

は

京

介

の

面

倒

で

休

日

が

削

れ

て

る

。

ず

っ

と

イ

ラ

イ

ラ

し

て

る

」

 

中

野

の

声

「

は

？

面

倒

？

俺

だ

っ

て

仕

事

の

合

間

を

縫

っ

て

会

い

に

行

っ

て

る

の

に

」

 

詩

乃

、

糸

が

切

れ

た

よ

う

に

へ

た

り

込

む

。

 

詩

乃

「

…
…

ご

め

ん

今

無

理

。

…
…

会

い

た

く

な

い

。

…
…

当

分

家

に

来

な

い

で

」

 

中

野

の

声

「

え

？

ち

ょ

っ

と

待

っ

―

」

 

詩

乃

、

電

話

を

切

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

そ

れ

以

来

、

京

介

と

は

会

っ

て

な

い

」

 

涙

が

零

れ

、

中

野

の

着

信

に

出

な

い

。
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○

カ

フ

ェ

 

杏

奈

、

ス

マ

ホ

を

弄

り

な

が

ら

、

 

杏

奈

「

意

外

で

す

。

先

輩

で

も

泣

く

ん

で

す

ね

」

 

詩

乃

「

杏

奈

ち

ゃ

ん

？

そ

れ

ど

う

い

う

意

味

？

」

 

杏

奈

「

あ

、

タ

カ

シ

新

幹

線

に

乗

っ

て

る

」

 

杏

奈

の

ス

マ

ホ

上

で

、

青

丸

が

高

速

移

動

。

 

杏

奈

「

彼

の

ス

マ

ホ

、

Ｇ

Ｐ

Ｓ

つ

い

て

る

ん

で

す

」

 

詩

乃

、

露

骨

に

い

や

な

顔

。

 

杏

奈

「

あ

、

今

引

き

ま

し

た

ね

？

で

も

私

ら

み

た

い

に

、

何

で

も

さ

ら

け

出

せ

ば

凄

く

楽

で

す

よ

」

 

詩

乃

「

…
…

さ

ら

け

出

す

、

か

」

 

 

○

劇

場

・

シ

ア

タ

ー

内

 

詩

乃

、

上

映

前

で

呆

然

と

画

面

を

眺

め

る

。

 

詩

乃

Ｎ

「

休

日

が

戻

っ

て

き

た

私

は

、

余

計

な

こ

と

を

考

え

る

余

裕

も

出

来

た

」

 

詩

乃

「

…
…

私

、

た

め

込

ん

で

た

の

か

な

」

 

中

野

の

声

「

あ

」

 

詩

乃

、

横

を

振

り

返

る

と

隣

に

中

野

。

 

中

野

「

そ

の

…
…

、

ク

ー

ポ

ン

今

日

ま

で

で

」
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詩

乃

、

使

用

済

み

の

ク

ー

ポ

ン

を

見

せ

る

。

 

詩

乃

・

中

野

、

微

笑

し

、

少

し

の

間

沈

黙

。

 

中

野

「

…
…

色

々

ご

め

ん

。

甘

え

て

た

。

仕

事

に

追

わ

れ

る

毎

日

で

、

詩

乃

だ

け

は

甘

え

て

も

許

し

て

く

れ

る

っ

て

思

い

込

ん

で

た

」

 

詩

乃

「

…
…

私

も

、

も

っ

と

言

え

ば

よ

か

っ

た

ね

」

 

中

野

、

無

言

で

俯

く

。

 

詩

乃

「

…
…

ま

だ

時

間

あ

る

？

賭

け

、

し

な

い

？

」

 

中

野

「

賭

け

？

」

 

詩

乃

「

次

の

映

画

、

別

々

に

席

と

る

の

。

も

し

ま

た

一

緒

に

な

っ

た

ら

さ

、

そ

れ

は

―

」

 

中

野

「

…
…

運

命

だ

」

 

 

○

同

・

券

売

機

前

 

詩

乃

・

中

野

、

同

時

に

チ

ケ

ッ

ト

を

発

券

。

 

中

野

「

俺

、

自

信

あ

る

。

詩

乃

は

こ

こ

を

取

る

」

 

詩

乃

「

…
…

ど

う

か

な

。

百

席

は

あ

る

し

」

 

中

野

「

大

丈

夫

。

詩

乃

の

事

、

ず

っ

と

考

え

て

た

」

 

中

野

、

Ｈ

１

１

の

チ

ケ

ッ

ト

を

見

せ

る

。

 

詩

乃

、

微

笑

し

、

中

野

の

手

を

握

る

。

 



 

  

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤

松

 

青

海

 

 


